
令和6年10月30日（水）　多様性社会推進課
【令和6年度第2回男女共同参画審議会／資料】

＜参考＞令和6年9月26日（木）
令和6年度第2回男女共同参画基本計画事業評価部会

事前配布資料２（２）

（２）習志野市第3次男女共同参画基本計画　参考指標一覧

◆基本目標Ⅰ　人権が尊重される社会づくり

１８年 ２４年 ３０年

６１．６％ ６２．４％ ６５．０％

各種啓発講座を開催し、
男女共同参画に関する
啓発を行った。
引き続き、啓発を行う必
要がある。

指標の見直しは不要 多様性社会推進課

・習志野市男女共同参画に関する市民意識調査

２８年度 ２９年度 ３０年度

１８１件 １８７件 ２０１件

本市におけるＤＶ被害の
相談件数は増加傾向に
ある。初期段階での対応
として、ＤＶについて理解
を深めるための広報・啓
発 に 取 り 組 む こ と 、 ま
た、各種相談窓口の周
知に取り組むことが必要
である。

指標の見直しは不要 多様性社会推進課

・庁内関係部署の相談件数の集計値

１８年 ２４年 ３０年

８．１％ １８．８％ １６．７％

男性　４．６％ 男性　４．８％ 男性　３．９％

女性１０．３％ 女性２５．８％ 女性２４．１％

・習志野市男女共同参画に関する市民意識調査

◆基本目標Ⅱ　誰もがあらゆる分野に参画し活動できる環境づくり

現行の女性活躍推進法
では、従業員101人以上
の企業に対して、一般事
業主行動計画の策定を
義務づけている。

指標の見直しは不要 多様性社会推進課

現状と課題
（令和６年度７月末時

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

担当課

全体人数 うち女性 全体人数 うち女性

申込者 ７１８人 ２９３人（４０．８％） ８５２人 ２８２人（３３．１％）
合格者 ２９人 ２３人（７９．３％） ３３名 １８名（５４．５％）

令和５年度 １４．４時間

全体人数 全体人数 うち女性人数

２４４人 ２４１人 ７４人（３０．７％）

区分 全体人数 うち女性人数 全体人数 うち女性人数
部長相当職 ２０人 ３人（１５．０％） １６人 ０人　（０．０％）
次長相当職 ３１人 ０人　（０．０％） ２８人 ６人（２１．４％）
課長相当職 １４６人 ３７人（２５．３％） １９７人 ６８人（３４．５％）
係長相当職 ２８９人 １２９人（４４．６％） ２９６人 １０４人（３５．１％）

◆基本目標Ⅲ　多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

平成１８年 平成２４年 平成３０年

５８．１％ ５０．６％ ４４．４％
男性６７．８％ 男性６０．６％ 男性５１．７％
女性５０．９％ 女性４３．４％ 女性３８．３％

３９．９％ ３９．１％ ５２．４％
男性３０．１％ 男性３０．５％ 男性４６．４％
女性４７．２％ 女性４５．３％ 女性５７．５％

・習志野市男女共同参画に関する市民意識調査

現状と課題
（令和６年度７月末時

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

担当課

２６年 元年 ８９人

２７年 ２年 ５５人

２８年 ３年 ２４人

２９年 ４年 １６人

３０年 ５年 ８人

２５～２９歳 ２５～２９歳 ８４．１％

３０～３４歳 ３０～３４歳 ７３．１％

３５～３９歳 ３５～３９歳 ６８．７％

４０～４４歳 ４０～４４歳 ７２．１％

４５～４９歳 ４５～４９歳 ７５．２％

・国勢調査

◆基本目標Ⅳ　心が通い合い、健康で安心に暮らせる環境づくり

１５年度

１９年度

２２年度

２５年度

３０年度

・健康なまち習志野計画　及び　習志野市健康意識調査

（７）市内認可保育所・こども園（長時間児）入所（園）
待機児童数の推移

現状 最新値

反対・どちらかといえば反対 反対・どちらかといえば反対
多様性社会推進課

指標 現状 最新値
担当課

平成２７年 令和２年

（８）本市の２５歳～４９歳の女性の就業率

７２人

４３人

７０人

３３８人

１４４人

７８．１％

６５．７％

６０．６％

② １カ月あたりの時間外平均勤務時間

最新値

令和６年度７月末時点

指標の見直しは不要

賛成・どちらかといえば賛成

７２．９％

現在集計中

６５．４％

令和６年度９月（速報値）

賛成・どちらかといえば賛成

最新値

指標の見直しは不要

現状と課題
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

点）

いわゆる「Ｍ字カーブ」
の問題は解消に向かっ
ているものの、「Ｌ字カー
ブ」に象徴されるように、
ライフイベントに際して
キャリア形成との二者択
一を迫られるのは女性
である傾向がある。

現在調査中

現状

担当課

多様性社会推進課

３０．０％

５６．６％

現在集計中

管理職の女性割合につ
いては目標値である３
０％を達成。（採用試験
は募集職種により男性、
女性比が大きく変わって
くるので、申込者の割合
が下がっているが問題
はないと考えている。ま
た、役職別の女性割合
についても、年齢構成が
あるので、部長相当職が
減っているが、次長相当
職は増えており、問題は
ないと考えている。）

各種啓発講座を開催し、
男女共同参画に関する
啓発を行っており、引き
続き、実施していく。

指標の見直しは不要

令和６年度７月末時点

人事課③ 管理職女性割合（平成３１年４月１日現在）

④ 各役職別の女性割合（平成３１年４月１日現在）

R6年度7月末時点
うち女性人数

７２人（２９．５％）

現状

① 職員採用試験受験者（平成３０年度実施）

令和元年度：１９６件
令和２年度：１７７件
令和３年度：１６２件
令和４年度：１７５件
令和５年度：２３１件
令和６年度：　７０件

（４月～６月）

最新値

令和６年度９月（速報値）

担当課

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

現状と課題
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

現状と課題
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しは不要

（再掲）
本市におけるＤＶ被害の
相談件数は増加傾向に
ある。初期段階での対応
として、ＤＶについて理解
を深めるための広報・啓
発 に 取 り 組 む こ と 、 ま
た、各種相談窓口の周
知に取り組むことが必要
である。

２０．２％

現在集計中

令和６年度７月末時点

最新値

担当課

担当課

最新値

令和６年度９月（速報値）

６６．５％

最新値

令和６年度７月末時点

現状と課題
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

現状と課題
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

指標

（１）男女平等について話し合ったり、学習した経験

指標

② １カ月あたりの時間外平均勤務時間

平成３０年度　２１．４時間

（３）ＤＶ被害経験について相談した人の割合

指標
現状

（２）本市の配偶者などからの暴力相談件数
（デートＤＶを含む）

指標
現状

（６）「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方に
ついて

指標

（４）女性活躍推進法に基づく事業主行動計画を
策定した市内事業所

指標 現状

現状

1５件

令和元年９月末

指標

（５）女性活躍推進法第１７条に基づく
習志野市における女性の職業選択に資する
情報の公表

平成２７年 R6年度7月末時点

７１．７％

７２．０％

７１．２％

６９．２％

７６．３％

令和６年１１月に健康意識調査実施予定

指標

（９）健康に関する情報入手を実行している人の割合

現状 最新値

多様性社会推進課

こども保育課

令和6年4月1日時点の
待機児童数は2名であ
り、減少を続けているも
のの、待機児童の解消
には至っていない。

指標の見直しは不要

現状と課題
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

点）

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

現状と課題
（令和６年度７月末時

指標の見直しは必要か
（令和６年度７月末時

指標の見直しは不要

テレビ、インターネットや
新聞など、様々な媒体か
ら情報を得ることが可能
となっている。情報を入
手していない方への情
報提供として市HPや広
報紙など、市として発信
を引き続きすることも必
要である。

担当課
指標の見直しが必要な場合、

どう見直しが必要かご記載ください。

指標の見直しが必要な場合、
どう見直しが必要かご記載ください。

担当課

健康支援課
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